
解
題

本
稿
は
、
東
京
神
学
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
長
老
教
會
禮
拜
規
則
』（
資
料 ID

0000254326

、
請
求
記
号 550.2/29

、

資
料
取
扱
区
分
貴
重
書
。
以
下
『
礼
拝
規
則
』）
に
つ
い
て
、
解
題
と
翻
刻
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。『
礼
拝
規
則
』
は
、
筆
者
が
、

未
だ
史
料
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
『
礼
拝
模
範
』（
日
本
基
督
一
致
教
会
〔
一
八
七
七
―
九
〇
年
〕
が
保
有
し
て
い
た
教
会
憲
法

の
一
つ
）
を
探
し
求
め
て
い
た
時
、
偶
然
、
東
京
神
学
大
学
の
図
書
館
で
見
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

『
礼
拝
規
則
』
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
し
た
結
果
、そ
れ
は
筆
者
が
探
し
求
め
て
い
た
『
礼
拝
模
範
』
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
が
（
落
合
建
仁
「
日
本
に
お
け
る
礼
拝
指
針
の
系
譜
―
―
未
見
の
日
本
基
督
一
致
教
会
『
礼
拝
模
範
』
と
東
京
神
学
大
学
図
書
館

蔵
『
長
老
教
會
禮
拜
規
則
』
を
め
ぐ
っ
て
」、
日
本
基
督
教
学
会
編
『
日
本
の
神
学
』
第
五
四
号
、
二
〇
一
五
年
）、
そ
れ
は
ま
た
、

　*

金
城
学
院
大
学
文
学
部
宗
教
主
事
・
准
教
授

東
京
神
学
大
学
図
書
館
蔵
『
長
老
教
會
禮
拜
規
則
』
―
― 

解
題
と
翻
刻 

　

落　

合　

建　

仁＊
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『
礼
拝
規
則
』
が
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
明
治
期
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
礼
拝
に
関
す
る
新
史
料
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、『
礼
拝
規
則
』
は
後
述
す
る
よ
う
に
刊
記
等
が
一
切
無
い
こ
と
も
あ
り
、
一
体

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
誰
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
―
―
調
べ
た
筆
者
の
非
力
さ
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
―
―
不
明
な
点
が
非
常
に
多
い
。
ま
た
、『
礼
拝
規
則
』
は
全
国
で
東
京
神
学
大
学
図
書
館
に
の
み
収
め
ら
れ
て
お
り
、「
貴
重

書
」
扱
い
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
誰
も
が
本
史
料
に
容
易
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
は
言
い
難
い
現
状
が
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
は
、『
礼
拝
規
則
』
全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
史
料
が
関
係
研
究
者
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
、
日
本
の
礼
拝
史

研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、『
礼
拝
規
則
』
の
書
誌
情
報
で
あ
る
が
、
種
類
は
洋
装
本
・
茶
表
紙
、
印
刷
は
活
版
、
大
き
さ
は
天
地
一
八
・
四
cm
×
左

右
一
二
・
六
cm
、
頁
数
は
二
七
頁
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
刊
記
が
無
く
、
著
訳
者
・
出
版
地
・
出
版
社
・
出
版
年
は
い
ず
れ
も

未
記
載
で
あ
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、『
礼
拝
規
則
』
は
一
冊
し
か
現
存
し
な
い
た
め
、
複
数
の
版
本
（
刊
本
）
比
較
を

し
て
何
ら
か
の
情
報
を
得
る
と
い
う
こ
と
も
出
来
な
い
。

印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
複
数
部
存
在
し
な
け
れ
ば
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
た
と
え
ば
同
時
代
に
お
け
る
ウ
ェ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
信
仰
箇
条
の
邦
訳
書
も
五
〇
〇
部
印
刷
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
な
が
ら
（Records of Bd. Foreign M

issions of the 

Presbyterian C
hurch of the U

. S. A., Japan M
issio n, vol. III, 1880, N

o. 173

〔
横
浜
開
港
資
料
館
図
書
室
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
版
宣
教
師
史
料
〕）、
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
数
部
で
あ
る
よ
う
に
（『
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
テ
ル
信
仰
箇
条 

全
』
は
、
管

見
の
限
り
で
は
、
辻
幸
宏
氏
蔵
の
も
の
〔「
復
刻
・
日
本
基
督
一
致
教
会
信
仰
ノ
箇
条
」
出
版
委
員
会
編
『
復
刻
・
日
本
基
督
一
致

教
会
信
仰
ノ
箇
条
』教
文
館
、二
〇
一
三
年
所
収
〕、プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
図
書
館
蔵
ウ
ォ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
寄
贈
文
書
中
の
も
の
〔
吉

岡
繁
編
『
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
テ
ル
信
仰
箇
条 

全
』
日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
名
古
屋
教
会
印
刷
製
本
、
二
〇
〇
九
年
所
収
〕
と
、
青

― 155 ―②



東京神学大学図書館蔵『長老教會禮拜規則』

山
学
院
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
蔵
の
も
の
〔
請
求
記
号G

12:51

〕
以
外
に
知
ら
な
い
）、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
充
分
あ
り
得
る
。

因
み
に
、
同
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
関
連
刊
本
の
幾
つ
か
と
『
礼
拝
規
則
』
の
大
き
さ
と
を
比
較
も
し
て
み
た
が
、
同
一
の
判

型
の
も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、『
耶
穌
教
畧
問
答 

全
』（
一
八
七
六
年
。
上
智
大
学
図
書
館
蔵
）
の
天
地
一
八
・
四
cm
×

左
右
一
二
・
三
cm
や
、『
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
テ
ル
信
仰
箇
条 

全
』（
一
八
八
〇
年
。
辻
幸
宏
氏
蔵
）の
天
地
一
九
・
二
cm
×
左
右
一
二
・

六
cm
と
い
っ
た
近
い
大
き
さ
の
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
天
地
等
が
裁
断
さ
れ
る
場
合
を
考
慮
に
入
れ
る
と
興
味
深
い
。

如
上
の
よ
う
に
不
明
な
点
の
多
い
『
礼
拝
規
則
』
で
あ
る
が
、
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
新
約
聖
書
か
ら
の
引
用
が
あ

り
、
そ
の
翻
訳
の
文
体
を
手
掛
り
に
次
の
よ
う
に
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
見
当
が
つ
く
。『
礼
拝
規
則
』
に
お
け
る
新
約
聖
書

か
ら
の
直
接
引
用
は
二
箇
所
見
ら
れ
、
⑴
『
礼
拝
規
則
』
八
頁
の
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
二
八
章
一
九
節
か
ら
の
引
用
と
、
⑵
同

一
五
頁
の
新
約
聖
書
「
希
伯
書
」（
＝
「
希
伯
來
書
」
＝
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
）
第
一
三
章
二
〇
―
二
一
節
か
ら
の
引
用
が
そ
れ

で
あ
る
（
な
お
、『
礼
拝
規
則
』
八
頁
の
「
嬰
兒
を
抱
き
祝
し
て
天
國
ハ
嬰
兒
の
も
の
な
り
」
は
、
該
当
箇
所
は
マ
ル
コ
に
よ
る
福

音
書
第
一
〇
章
一
三
―
一
六
節
と
な
る
が
、『
礼
拝
規
則
』
に
お
け
る
表
現
は
、
実
際
の
聖
書
本
文
と
は
異
な
っ
て
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ

さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、本
稿
で
は
直
接
引
用
と
は
見
做
さ
な
か
っ
た
）。
ま
ず
⑴
で
あ
る
が
、『
礼
拝
規
則
』
八
頁
の
「
万

國
の
民

洗
禮
を
施
せ
よ
」
は
、
翻
訳
委
員
社
中
訳
『
新
約
聖
書
馬
太
傳 

全
』（
米
国
聖
書
会
社
、
一
八
七
七
年
。
金
城
学
院
大
学

図
書
館
蔵
）
に
あ
る
「
萬
國
の
民

バ
プ
テ
ス
マ
を
ほ
ど
こ
し
」
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
（
翻
訳
委
員
社
中
訳
『
引
照 

新
約
全
書
』〔
大

英
国
聖
書
会
社
、
一
八
八
〇
年
。
東
京
神
学
大
学
図
書
館
蔵
〕
所
収
の
「
馬
太
傳
」
も
同
じ
）。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
以
前
に
出

版
さ
れ
た
ヘ
ボ
ン
訳
『
新
約
聖
書
馬
太
傳 

全
』（
一
八
七
三
年
。
金
城
学
院
大
学
図
書
館
蔵
）
を
見
る
と
、「
萬
國
の
民
を
門
徒
と

せ
よ
」
と
あ
り
、
趣
を
異
に
す
る
。
次
に
⑵
で
あ
る
が
、『
礼
拝
規
則
』
一
五
頁
に
は
「
願
く
ハ
窮
り
な
き
契
約
の
血
に
由
て
羊
の

大
牧
者
な
る
我
儕
の
主
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
を
死
よ
り
甦
ら
し
ヽ
」
と
あ
り
、翻
訳
委
員
社
中
訳
『
引
照 

新
約
全
書
』
の
「
希
伯
來
書
」
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と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
以
前
に
分
冊
出
版
さ
れ
た
翻
訳
委
員
社
中
訳
『
新
約
聖
書
希
伯
來
書 

全
』（
米
国
聖

書
会
社
、
一
八
七
六
年
。
南
山
大
学
図
書
館
カ
ト
リ
ッ
ク
文
庫
蔵
）
を
見
る
と
、「
ね

く

ぎ
り

き
〔
中
略
〕
主
耶
穌
キ

リ
ス
ト
を
」
と
あ
り
、
や
や
趣
を
異
に
す
る
。

上
記
⑴
と
⑵
を
総
合
す
る
と
、『
礼
拝
規
則
』
に
お
け
る
聖
書
引
用
文
は
、
一
八
七
六
年
以
前
に
出
版
さ
れ
た
翻
訳
聖
書
か
ら
の

影
響
は
見
ら
れ
ず
、
一
八
七
七
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
翻
訳
聖
書
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、『
礼

拝
規
則
』
の
出
版
年
代
は
、
最
初
に
影
響
の
見
ら
れ
る
翻
訳
委
員
社
中
訳
『
新
約
聖
書
馬
太
傳 

全
』
が
出
版
さ
れ
た
一
八
七
七
年

を
最
下
限
と
す
る
可
能
性
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、そ
れ
よ
り
も
、『
引
照 

新
約
全
書
』
が
出
版･

流
布
さ
れ
、「
馬
太
傳
」
と
「
希

伯
來
書
」
を
同
時
に
参
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
以
降
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
は
、
日
本
基
督
一
致
教
会
が
成
立
し
て
か
ら
三
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、『
礼
拝
模
範
』
の
完
成
が
報
告
さ

れ
た
第
七
回
中
会
（
一
〇
月
）
が
行
わ
れ
た
年
で
も
あ
る
（『
明
治
十
三
年
十
月　

日
本
基
督
一
致
中
會
記
錄
』〔
東
京
神
学
大
学
図

書
館
蔵
〕
一
六
頁
）。

ま
た
、『
礼
拝
規
則
』
全
体
に
亘
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
に
統
一
感
が
無
く
、
特
に
第
一
〇
章
「
婚
禮
の
事
」
を
境
に
前
後

で
使
用
さ
れ
て
い
る
字
句
の
傾
向
が
異
な
る
の
は
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
、
第
一
〇
章
「
婚
禮
の
事
」
を
境
に
前
半
と
後
半
で
平
仮

名
（
変
体
仮
名
）
の
使
い
方
の
傾
向
が
、「
に
」
と
「

」、「
の
」
と
「

」、「
し
」
と
「

」、「

」
と
「

」
の
関
係
と
言
っ

た
具
合
で
、
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、『
礼
拝
規
則
』
の
構
成
や
、
そ
れ
に
付
随
す
る
神
学
的
検
討
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
前
掲

論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
翻
刻
に
際
し
、
画
像
の
一
部
転
載
も
含
め
て
、
東
京
神
学
大
学
図
書
館
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
翻
刻
作
業

に
あ
た
っ
て
は
、高
橋
博
巳
金
城
学
院
大
学
名
誉
教
授
（
国
文
学
専
攻
）の
ご
教
示
を
得
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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翻
刻

﹇
凡
例
﹈

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
可
能
な
限
り
原
型
に
近
い
形
、
す
な
わ
ち
旧
字
体
・
異
体
字
、
変
体
仮
名
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
（
但
し
ル

ビ
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
）。

二
、
未
読
文
字
に
つ
い
て
は
、
□
で
示
し
た
。
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